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明日から２月。春に向かって植物の様子は？楽しみに城址地区に

入ると、梅林の奥で満開のヤブツバキがお出迎え♪潜りこんで、

和みの時間を過ごしました。少し歩いて、足もとを見ると・・・

ムラサキカタバミ、オオイヌノフグリ(下)がそこここに～！また

ここでほっこり和んで、深呼吸・・・気持ちがよい。みなさんは

自然の中でどんな感覚になるのかな？と見ごろを迎えた城址地区

のロウバイ(次ページ)の香りに包まれながら、ふと思いました。

10時ころ 12時ころ
お目覚めの様子♪

…時間をおいて見てみました…



最後に・・・。観察中、「なに見てるのー？」と子どもたちが集まってきま

した。「ヒメオドリコソウの葉っぱだよ。もうすぐ咲くよ～！」と伝えると、

「へぇ～♡」とみんな嬉しそうな笑顔♪こちらの方こそ嬉しくなっちゃいま

すよね。子どもたちの興味しんしんの瞳と笑顔に、また出会えますように。

ヘビイチゴ

城址地区の梅林では白梅が開花し、空がより青く見える様です。

ガマズミの実、紅梅のつぼみ・・・、色彩の豊かさは自然からの

宝物。大門地区ではジロボウエンゴサクにムラサキケマンが順調

に展葉(右下)の様子。冬を味わい、春を楽しみに待ちましょう。

大門地区でオオキバナカタバ

ミを発見！徳丸地区、中央地

区でも見られます。探してみ

てください♪鮮やかな黄色、

凛とした様子が素敵ですよ。ガマズミの実オキバナカタバミ

ロウバイ
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